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　未来を担う子どもたちが、地域の一員として地域に学ぶことで、地域への愛着を感じ、理解と
関心を深めるための活動を行いました。今後も地域の皆さんと子どもたちとの交流を促進し、地
域の伝統や文化を尊重し、故郷を愛する心を育む交流事業に取り組んでいきます。
　令和４年度は、高等学校２件、中学校５件、小学校１５件、保育所８件、特別支援学校１件に
助成しました。

太鼓や踊り、歌を高齢者
福祉施設の利用者さんへ
披露しました。

地域の方より木材の切り
出しから全ての工程を教
わり、自分たちの卒業証
書を和紙で作りました。

授業で調べた九日市の取
り組みや、学校での活動
についてまとめた学校新
聞を配りました。

「いつまでも、お元気で」
との思いを込めて、「に
ぎり地蔵」を作り、敬老
会で渡しました。

老人クラブの方と一緒に
休耕田へひまわりの種を
植え、手紙や写真を通し
て交流を深めました。

地域の方からサツマイモ
の育て方を学び、一緒に
収穫して焼き芋を作り近
隣の方へ配りました。

総領響心太鼓の方から
「総領太鼓」を学び、地域
の皆さんへ披露しました。

自治振興センターで開催
されている生涯学習のヨ
ガ教室に参加しました。

子どもたちの絵をパソコ
ンでカレンダーにし、小
学生と一緒に一人暮らし
の高齢者へ届けました。

聖慈保育所

総領中学校

庄原小学校

高野保育所

比和保育所

田森保育所

総領小学校

板橋小学校

西城紫水高校

令和４年度 地域に学ぶ交流活動事業令和４年度 地域に学ぶ交流活動事業レポート
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生活費のことや公共料金の
支払いが自分一人では難し
いと感じるようになった

大事なものをどこにし
まったのか忘れやすく
なって不安に思う

身寄りもなく一人な
ので、入院や入所の
手続きをどうすれば
良いか不安

　行政やサービス事業所から届いた大切な郵便物。どのように書いたり、手続きをす
ればいいのか分からない…そんな不安を持つ方へ、地域の「生活支援員」さんと一緒
に安心して暮らせるようお手伝いします。

※お手伝い 1,500 円 / 回、預り物 1,500 円 / 月
　が必要になります。

社協職員と相談しながら支援
内容を確認します。

支援員も同じ地域に暮らす住
民だからこそ安心して困りご
とやお金の相談ができます。

　認知症や障がいなどで、ものごとを適切に決めることが難しくなった場合に、本人
の思いを大切にしながら、財産や生活についての重要なことを決める人（成年後見人
等）を家庭裁判所が選び、ご本人に不利益にならないように守ります。

障がいや加齢により、他者から人権や財産を侵されることなく、地域で尊厳を
持って生活ができるよう、一緒に考え自分で決めることをお手伝いしています。

◆かけはし（福祉サービス利用援助事業）

◆成年後見制度

●各種サービスの利用や支払い手続き
　を行います。

●一緒に必要な生活費を考え、お金
　の出し入れや、各種支払いをします。

●「通帳」や「印鑑」などをお預かりし、
　社協の金庫や銀行の貸金庫で大切
　に保管します。

「生活支援員」さんが支援しています

●訪問などにより、利用者の状況に変化がないか見守りをします。
●生活に必要な契約や費用の支払いの手続きを行います。

　かけはし及び福祉サービス、成年後見事業に関する様々な相談の窓口となっています。
　ご家族や周りの方からの相談もお受けしています。

【お問い合わせ】地域共生推進課　０８２４ｰ７５ｰ０３４５
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これからも続けていきたい、サロンの繋がり！　【発展ふれあい広場】

高齢男性！元気で集まろう！　【あすなろサロン】

楽しいことが、集まることにつながる！　

　発展地区では高齢化が進み、70 ～ 90 代のメンバーの中には車を運転できない人が増え
ています。「このままではいけない」と話し合い、自宅から送迎をするようにしました。サ
ロンでは、困りごとの相談や地域の情報収集ができる場となっています。
　１月の自治会恒例のとんど祭りでも声をかけあって、
サロンメンバーみんなが新年の始めに顔を合わせること
ができました。「みんなで食べる雑煮は美味しいね。みんな
に会えて嬉しいね」と、炎を囲んで体も心も温かくなり
ました。去年よりひときわ大きく響く破裂音に 「今年は
ええとしになるで」と期待も膨らみました。これからも
気遣いながら、支え合えるサロンにしていきたいです。

　「男も自分でご飯が作れんと、いずれ困ることになるけえの～」男性の料理サロン７年目。
コロナ禍の料理自粛期間は、議員を招いて市政の勉強会をしたり、自然博物館に行って町史を学
んだり…。高齢者でも、いろんなことに興味や関心を持つことが元気の秘訣です。
　料理再開後は、「何を作ろうか？」とみんなで相談しな
がら、山菜てんぷらやぼた餅づくり、12 月にはそば打ち、
1 月は初めてかき餅づくりに挑戦しました。毎回、必ず
汁物を一品。慣れた手つきで野菜を切り、味見しながら
大鍋で作る豚汁は絶品ですよ！この月１回の集まりは、
‟ 男の料理サロン” に加えて、地域のことを勉強する学び
の場にもなっています。

　毎年春に、季節の行事や食べ物について話をしていると「今年は何したい？」「ひな祭り
もしたし、花見もしたいなぁ」という言葉から始まり、やりたいことが次々と挙がっていき
ます。みんなで立てた計画が 1 つずつ叶っていくのがとても楽しいです。
　「端午の時期には、ちまきを作ってみん？」と声が挙がり
実際に作ることになりました。「初めて作るから団子を
同じ大きさにできんなぁ」「大丈夫、色んな大きさが
あってもええんよ」と話をしながら、伝統の作り方や味
が自然と伝承されていきます。
　これからも、実現する楽しみや達成感を大事にして、
みんなで集まることを続けていきたいです。

【貴
き ふ じ ん

富人】
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自分が
できる
支援

　　　　　　　　西城町では、タクシーや公共交通機関の営業が
　　　　　　　18 時で終了することから、「夜間に体調不良で西
　　　　　　　城市民病院へ行くことになると、帰る手段がない
　　　　　　　ので不安」という声を受け、西城市民病院からの
夜間の帰宅支援について協議しました。
　その結果、ボランティアグループを立ち上げ、備北消防西城出
張所とも連携し、昨年 12 月から、町内の方を対象に帰宅支援の
活動を始めました。

　　　　　　　　コロナ禍の影響もあり、ご近所との関わりや集
　　　　　　　まり場への参加が少なくなり、孤立、孤独化が進
　　　　　　　む中で暮らしの困りごとはないかという話になり
　　　　　　　ました。そこで、油木地域で 65 歳以上を対象に
実態アンケートを実施し、ご近所関係や安否確認の現状、集まり
場への参加状況などの聞き取りを行いました。
　アンケートの結果、「あなたが協力できることはどんなことで
すか？」という質問に対して、声掛けや見守りができるという回

「西城町を安心して暮
らせる町にしたい」と
いう思いはひとつで
す。これからも自分た
ちでできる小さな取り
組みを見つけて、みん
なで話しあいながらよ
り良い西城にしていき
たいですね！

　「西城暮らしと安心の会」は、「住み慣れた
西城地域で誰もが安心して安全に暮らし続け
る為に、地域の課題は何か、それを解決す
る為に自分たちに何ができるかを話し合い、
住民同士の関係づくりや地域づくりに向け、
小さな取り組みから進めていく」をスローガ
ンに掲げています。
　令和 4 年度は、「防災」「移動支援」「地域
のつながり」の 3 つのテーマについて協議
しました。

西城
八鉾 西城暮らしと安心の会

みんなでより良い西城へ
　いつ起こるか分からない災害に備えて、避難時
にどんな人に支援が必要か、誰が誰を支援するの
か把握することが大切だと考えました。防災マッ
プを活用して地域の危険な所を知り、一人一人の
防災意識を高め、町内全域に広げていきたいです。

防災

移動
支援

地域の
つながり

その他
42％

声掛け
29％

見守り
14％

草刈り支援  10％
買い物支援

5％

答があり、日頃から気にかけ合い
ができ、困りごとの相談ができる
ようになればと思います。また、
買い物支援などにも広げていけれ
ばと思っています。



6

上原町

上原町

神谷　芳則
長谷川熊登

湯木

金田

金田

永田

永田

徳山　秀司
長岡　笑子
長岡　鄖
赤木　薫
兼藤智津子

永田 門野　毬子
旧口北中学校３９会

中本町 谷川税理士事務所

三河内 小田　悦雄

匿名希望

亀谷 塚本　捷支

庄原 ホームプラザナフコ庄原店

見舞い返しにかえて

火事見舞い返しにかえて

物品寄付

一  般  寄  付

４月19日（水）・５月17日（水） ４月28日（金）・５月26日（金）

小さな地域づくり活動応援補助金
地域づくり、支えあいの仕組みづくり、世代間交流など、
地域で活動している小さなグループを応援しています。

①助成金額：５０，０００円
②助成対象：自治会及び地域の住民団体、学生サークル
　　　　　　などが取り組む地域づくり活動
③対象内容：・地域の支えあいのしくみづくり活動
　　　　　　・地域課題の解決をめざす社会貢献活動
　　　　　　・交流や定住を促進する活動
　　　　　　・地域の園児から学生までの青少年を対象と
　　　　　　　した地域に学ぶ活動及び地域との交流活動
④受付期間：令和５年６月 30日（金）
○申請方法▶事前にお問合せいただき、所定の申請用紙で
　　　　　　お申し込みください。
　　　　　　※申請用紙は、ホームページからダウンロード
　　　　　　　できます。
○お問合せ▶お近くの庄原市社協　各地域センターまで

段ボール箱ありがとうございます。ゆめのいえ
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（1月 1日～ 2月 28日受付分）

令和５年３月

　社会福祉事業に寄付を

お寄せいただきました。

　ここに、ご芳名を報告

させていただきますとと

もに、こころよりお礼申

し上げます。寄付者ご本

人の承諾のもと、氏名等

を掲載しております。

（順不同・敬称略）

本会への寄付金は、所
得税・法人税・県民税・
市民税の寄付金控除の
対象となります。

父

義父

母

夫

妻

夫

母

父

母

夫

夫

夫

父

父

父

父

父

父

父

父

義父

夫

父

夫

母

母

義母

母

母

夫

父

娘

母

夫

父

父

父

子

父

父

中島　和義
塚本　來三
松本ナミコ
中村　慎吾
豊原　悦子
林　武志
増原ヤスコ
榮　定男
揚口さち子
溝内　龍治
伊藤　義隆
篁　昭五
前原　頼三
坂田　千益
堀内　満範
佐倉　良三
松本　菊馬
徳政　衛
山岡　悦二
森下　善巳
兵後　久男
保本　忠
松本　光男
梶田　良三
山本シヅコ
矢崎　光枝
宗久　明美
谷口千代子
殿迫　知子
渡辺　義宣
松岡　恭介
小田由香利
加川ミサオ
宮本　昭光
岸　三夫
黒田　貞夫
平岡　一幸
福村智恵子
加藤　政明
森永　和昭

東本町

中本町

西本町

西本町

本町

川手町

川手町

宮内町

高町

高町

高町

高町

高町

川西町

小用町

峰田町

峰田町

実留町

実留町

実留町

板橋町

板橋町

板橋町

板橋町

板橋町

板橋町

新庄町

新庄町

新庄町

高門町

三日市町

戸郷町

上原町

上原町

市町

掛田町

殿垣内町

木戸町

水越町

水越町

中島　正昭
川又　米利
松本　正行
中村　和子
豊原　仁
林　里子
増原　寛
榮　広史
瀬川ひとみ
溝内ミチエ
伊藤真樹恵
篁　育子
前原　一
坂田　康伸
堀内　晋治
佐倉　和子
松本　憲由
徳政　昇
山岡　正明　
森下　正己
兵後　文男
保本　敬枝
松本　篤
梶田美津子
山本　勝之
矢崎　和好
妹尾　顕也
谷口　邦人
殿迫　弘明
渡辺千鶴子
山田　貴恵
小田　義則
加川　勝彦
宮本サナエ
岸　源己
黒田　浩美
平岡　洋介
福村　公宏
加藤　憲司
森永　圭昭

母

夫

夫

夫

母

母

母

夫

夫

祖母

妻

夫

夫

三好　保子
懸　修
佐藤　和由
横山　勉
小林　弘子
山本　一榮
村上　智子
塚畝　正一
山﨑登喜男
渡邊　恒代
橋木　敦子
白井　義香
横山　公喜

東城

東城

川西

川西

川西

川西

川西

川西

川東

千鳥

小奴可

三坂

久代

三好　博子
懸　晶子
佐藤　寛子
横山トシヱ
上田　治樹
山本　由幸
村上　栄美
塚畝　百代
山﨑　肇子
渡邊　諒
橋木　清
白井　旬子
横山　清美

母

母

中島久仁枝
小笠原和子

小鳥原

油木

岩室久美子
小笠原洋行
匿名希望

母

母

祖母

母

母

母

夫

母

妻

父

母

中谷　操
中村　慶子
上永イツエ
久河　朝子
大森　保惠
茅原　由江
上田　卓男
瀧口　年子
山本ヒトミ
増永　昭憲
中本　利子

入江

入江

栗

栗

中野

八鳥

八鳥

八鳥

熊野

大屋

大屋

中谷　真也
中村　裕造
上永　龍二
久河竜之進
大森　寅雄
茅原　義己
上田　節子
瀧口　豊
山本　廣美
増永　茂信
中本　博教

母

母

夫

母

母

妻

母

夫

細川　水鳥
田邊タカエ
堀江　裕之
槇原　藤江
宮野　律子
山田　和美
井上美譽華
藤原　敏正

金田

常定

永田

宮内

宮内

向泉

向泉

向泉

細川　忠信
田邊　輝之
堀江　幸枝
槇原　数彦
宮野　克巳
山田　三二
井上　伸啓
藤原　俊子

父

母

母

母

父

夫

兼丸　静麻
梅田　幸枝
井西アキヱ
大原ミツエ
榎木　薫
竹田　和光

三河内

三河内

三河内

比和

比和

古頃

兼丸　裕子
梅田　哲司
井西　一行
大原　保幸
榎木　博和
竹田千惠子

母

娘

篠原トキエ
永岡　友華

黒目

木屋

篠原　哲雄
永岡　研三

母 村田　市子 板橋町 村田　安夫

母 伊藤　和家 稲草 伊藤　政則

母

夫

父

父

父

母

松下　隆子
瀬尾　公夫
伊達　祥憲
植原登志雄
井上　徳雄
奥谷スミヱ

下湯川

下湯川

新市

新市

南

和南原

松下　隆之
瀬尾　京子
伊達　詩恵
植原　雪美
井上　一仁
奥谷　晴人

香典返しにかえて

会葬御礼にかえて

玉串料返しにかえて

　皆様からの寄付金（香典返し・見舞い返し・一般寄付等）や会員会費を、市内の地域福祉事業に貴
重な財源として活用しています。今後とも、ご支援の程よろしくお願いいたします。

（※介護保険事業等収益性のある事業には一切充当しておりません）
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せんけぇできんのんじゃ。まずはやってみよう！
　今回は、さをり織り名人の兼丸昌治さんを
紹介します。
　兼丸さんは働き盛りの 59 歳の時に脳内出
血を発症し、左半身に麻痺が残ってしまいま
した。それでも、父親として子どもたちに弱っ
た姿は見せられないとリハビリに励み、歩行
ができるまで回復されました。家族や近隣の
方々と協力しながら農業を続け、身体障害者
連合会の会長をされるなど、社会に貢献する
多様な活動を続けてこられました。 
　そして今から約 10 年前にゆめのいえに通
い始め、そこでさをり織りと出会いました。
感じるままに好きなように織るさをり織り。
実際にやってみると、相当な難しさがありま
したが、あきらめずに繰り返し工夫を重ね、
片手でも織ることができる方法を編み出され
ました。
　糸の配色や模様の中に独自の遊び心を取り
入れ、青をベースにした作品を多く作り続け

ています。「一枚の反物が作品になったとき
に現れるその色合いが面白いんよ」と楽しみ
ながら技を磨かれ、「青の兼丸」の作品はゆ
めのいえイチオシの商品です。
　興味のあることはとことん追求し、とこと
ん極めていくパワフルな姿に私も力をもらい
ました。

比 和

兼丸 昌治さん

比和地域センター
地域福祉コーディネーター　佐々木　志保　

元気かわら版１月号（９ページ）に誤りがあり
ましたのでお詫びして訂正いたします。
香典返しにかえて【比和】
誤：小屋原　　　正：木屋原

糸の配色を考えながら織る兼丸さん

障害者スポーツのフライング
ディスクで全国大会に出場さ
れるなど、その幅広い活動が
評価され、比和町内で初めて
「令和 4年度障害者自立更生
等厚生労働大臣表彰」を受賞
されました。ブラボー！


